
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表

別
表

１
〜
507

（
略
）

１
〜
507

（
略
）

508

光
学
式
眼
軸
長
測
定
装
置

（
新
設
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
３

別
表
第
３

１
～
1230

（
略
）

１
～
1230

（
略
）

1231


光
学
式
眼
軸
長
測
定
装
置













（
新
設
）

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
号

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働

省
令
第
百
六
十
九
号
）
第
五
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及

び
品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
五
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
製
造
管
理
又
は
品
質
管
理
に
注
意
を
要
す

る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
一
般
医
療
機
器
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
四
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理
医

療
機
器
及
び
一
般
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
八
年
四
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
四
十
八
号

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
七
年
法
務

省
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
、
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
、
第
十
八
条
第
九
号
、
第
二

十
二
条
第
八
号
及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成

就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
農
業
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る

基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

金
子

恭
之

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ

き
農
業
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準

（
育
成
就
労
の
内
容
の
基
準
）

第
一
条

農
業
分
野
に
係
る
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
こ
と
と
す
る
。

一

申
請
者
（
規
則
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
申
請
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
労
働
者
を
六
月
以
上
継
続
し
て

雇
用
し
た
経
験
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
経
験
を
有
す
る
こ
と
（
育
成
就
労
計
画
が
労
働
者
派
遣
型
育
成
就
労
を
行
わ

せ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）。

二

規
則
第
十
三
条
第
二
項
第
七
号
ロ

に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第

二
百
五
十
三
号
）
第
八
十
七
条
に
規
定
す
る
農
林
水
産
研
修
所
が
実
施
す
る
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七

年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
た
者
が
講
義
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

（
育
成
就
労
を
行
わ
せ
る
体
制
の
基
準
）

第
二
条

農
業
分
野
に
係
る
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

農
業
分
野
に
係
る
分
野
別
協
議
会
（
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
分
野
別
協
議
会
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

二

農
業
分
野
に
係
る
分
野
別
協
議
会
に
対
し
、
必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

三

農
業
分
野
に
お
け
る
育
成
就
労
外
国
人
の
受
入
れ
に
関
し
、
農
林
水
産
大
臣
が
行
う
調
査
、
指
導
、
情
報
の
収

集
、
意
見
の
聴
取
そ
の
他
業
務
に
対
し
て
必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

（
育
成
就
労
外
国
人
の
待
遇
の
基
準
）

第
三
条

農
業
分
野
に
係
る
規
則
第
十
八
条
第
九
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
育
成
就
労
外
国
人
に
つ
い
て
、
労
働

基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）第
四
十
一
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
の
実
施
の
基
準
）

第
四
条

農
業
分
野
に
係
る
規
則
第
二
十
二
条
第
八
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
本
邦
の
派
遣
先
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

労
働
者
を
六
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
し
た
経
験
を
有
す
る
者

二

派
遣
先
責
任
者
講
習
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
講
習
を
受
講
し
た
者
を
派
遣
先
責
任
者
と
し
て
選
任
し
て
い
る
者

（
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
を
行
わ
せ
る
体
制
の
基
準
）

第
五
条

農
業
分
野
に
係
る
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
七
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
申
請
者
が
第
二
条
各
号
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
九
年
四
月
一
日
）
か
ら

適
用
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
四
十
九
号

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
七
年
法
務

省
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
、
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
及
び
第
二
項
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に

基
づ
き
飲
食
料
品
製
造
業
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

金
子

恭
之

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ

き
飲
食
料
品
製
造
業
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準

（
育
成
就
労
の
内
容
の
基
準
）

第
一
条

飲
食
料
品
製
造
業
分
野
に
係
る
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
申
請
者
（
規

則
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
申
請
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
、
育
成
就
労
の
対
象
と
な
ろ
う
と
す
る
外
国
人
と

雇
用
契
約
を
締
結
す
る
に
当
た
り
、
育
成
就
労
外
国
人
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
（
職
務
経
験
又
は
職
業
訓
練
等
の
職
業

能
力
の
開
発
の
機
会
を
通
じ
、
職
業
能
力
の
向
上
並
び
に
こ
れ
に
よ
る
将
来
の
職
務
上
の
地
位
及
び
賃
金
を
は
じ
め

と
す
る
処
遇
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。）を
図
る
た
め
の
計
画
に
つ
い
て
書
面
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁

的
記
録
を
作
成
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。）を
交
付
し
、
又
は
提
供
し
て
説
明
を
し
て
い
る
こ

と
と
す
る
。


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